
＜実施内容＞

＜記録写真＞

折り込んだバンダナを色付け中 ソーセージの腸詰め体験     

＜参加者からのコメント＞
SRINOPHAKUN,PACHARAさん（タイ） Ｈ，Ｏさん（日本）

その他
（来場者等）

外国人留学生 その他外国人 日本人学生 地域住民
スタッフ

大学関係者

団体名 利根町国際交流会（Tone Association for International Exchange)

合計

２５名

事業名

実施期間

場　　　所

6
参加者数

留学生と体験しよう”衣”と”食”

平成３０年１０月１４日（日）

結城紬ミュージアム（つむぎの館）、筑波ハム工房

I would like to join again this kind of trip next time.Thank you
so much.

13

自分が体験しながら皆さんと交流できることは、二重
の喜びでした。記念の作品もでき、企画を進めてい
ただき国際交流会をはじめ中島記念財団の方々に
感謝いたします。

留学生と体験しよう”衣”と”食”と題しバスハイクを行いました。”衣”の体験は、結城紬ミュージアムでバンダナの
「草木染」体験を行いました。３色の色粉で一色づつ色づけをします。色粉に漬けるタイミングや時間などで個々の
オリジナルの色合いがでます。まさにオンリーワンのバンダナが出来ました。”食”の体験は筑波ハムの工房で
「ソーセージの腸詰め」体験です。羊の腸にミンチ肉を詰めていきますが、力の加減で腸が破けてしまい、なかなか
進みません。一般参加者の皆さんと留学生の皆さんは四苦八苦していましたが、協力してしながらソーセージを作
りました。

6


	様式6-3（HP用原稿）

